
宮城県高等学校野球連盟

聖和学園、投打がかみ合い7回コールド勝ちで2大会連続3回目の準決勝進出を決めた。聖和学園は３回、３四死球で作っ

た一死満塁のチャンスに三番佐々木、四番佐藤煌馬の

長短打で３点、その後スクイズと相手投手の暴投で２点を追加し試合の主導権を掴んだ。

さらに、５回にも４本の長短打で追加点を上げ、試合を決めた。

　利府高校は２回・７回の連打でつかんだ無死１・２塁のチャンスをものにできず、相手１年生投手高橋優心の前に散

発７安打の無得点に抑えられ、ベスト４を前に悔しい敗戦となった。

髙橋優1(聖),佐藤奏1(利) ▽捕逸 なし 佐藤煌2,高橋歩 (聖)

【評】

▽三塁打 なし
【聖】 髙橋優 ― 高階

▽二塁打
なし (利)

▽暴投

（三） 鴇田　代志昭

【利】 佐藤堅,佐藤奏,佐藤伶 ― 佐藤利
（球） 佐々木　瞭太 （一） 野田　学 （二） 村上　大輔

5 1 3 0 1
（ 7回コールド ）

▽本塁打 なし

【聖】 22 7 8 1 30 0 0 0 9X 0 0 0 0
0

聖 和 学 園 0 0 5 0 4 0
1 0 2 4 7 10 0 【利】 26 7 00 0 0 0 00 0 0 0

残 失 併
利 府 0 0 0 0 0

安 点 盗 犠 四 三

【評】

着実に得点を重ねた東陵高校が雨中の熱戦を制し、準決勝進出を決めた。東陵高校は２回、先頭の小山が２塁打で出

塁、犠打で３塁まで送ると菊田の打球は打ち取られた打球であったが３塁手の野選を誘い先制する。４回にも小山の３

塁打から、菊田のタイムーヒットと、ショートゴロの間に２点の追加点を挙げた。６回にも内野安打と犠打などで進め

たランナーを石渡の安打で返しダメを押した。投げては、先発の幸が２度の中断にも集中力を切らすことなく丁寧な投

球で東北打線を完封した。東北高校は初回と８回にチャンスを作ったもののホームベースが遠く、2022年以来のベスト

４進出を逃した。

準々決勝 仙台市民球場 1 時間 49 分 打

▽二塁打
なし (東)

▽暴投 狩野1(北) ▽捕逸 なし 小山翔 (東)

【東】 堀江,狩野,川原 ― 越田 ▽三塁打 小山翔(陵)
【東】 幸 ― 地紙

（球） 森山　宏則 （一） 浅野　卓也 （二） 山舘　浩樹

0
（ (10:05～10:38中断),(11:12～11:41中断) ）

▽本塁打 なし（三） 佐々木祐一

0 5 3 5 11 04 【東】 31 10 41 0 0 X
6 1 0

東 陵 0 1 0 2 0
6 0 0 1 2 60 0 0 0 【東】 300 0 0 00 0 0 0 0

四 三 残 失 併
東 北 0 0 0

分 打 安 点 盗 犠準々決勝 仙台市民球場 2 時間 4

第72回春季東北地区高等学校野球宮城県大会 
□大会第６日目 5 月 22 日 （ 木 ）


